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概要 

災害復興支援の最前線で活躍している福島大学うつくしまふくしま未来支援

センターのスタッフが、日ごろの支援活動を通じて得られた支援知をもとにし

て作成したテキストです。現場から掘り起こした体験を体系的に整理して研究

と結びつけており、福島ならではの成果であると自負しています。 
 本テキストは、福島大学の共通教育の総合科目「災害復興支援学」で活用さ

れるとともに、書店等で市販されることから、幅広く活用していただければ幸

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（お問い合わせ先） 
うつくしま未来支援センター 
電話：024-548-2865 
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